


　　表紙写真説明

「秋から冬へ」（名古屋市農業センター）
撮影者　名古屋工業会事務局

2024年 名古屋工業会東海地区新年互礼会
静岡、三河、名古屋、尾張、岐阜、三重　各支部

　2024年名古屋工業会東海地区新年互礼会を下記の通り開催致します。会員の皆様におかれまして
は、是非、ご出席頂きたくお願い申し上げます。なお、新型コロナウイルス感染症のまん延状況によっ
ては、新年互礼会の開催を中止させていただく場合もございますので、あらかじめご了承ください。
よろしくお願い申し上げます。

１．日　時：２０２４年１月６日（土）　12：00 ～ 14：00
受付11：30 ～

２．会　場：名古屋工業大学大学会館

３．定　員：１００名程度

４．会　費：４, ０００円（正会員）
※正会員ではない卒業生は5,000円
※女性の正会員・９０歳以上の方は2,000円
※2023（令和５）年卒業・修了の会員・学生は無料
※会費は、当日、会場にて徴収させていただきます。

５．申込先：参加希望される方は、下記の単科会連絡幹事等までご連絡いただくか、
直接支部連絡先にメールして下さい。（お名前・単科会名・卒業年次を
お教えください。）
締切は１２月８日（金）

支部連絡先：宇佐美 智伯（名古屋工業会名古屋支部庶務幹事）
e-mail：kougyoukai@archi.ace.nitech.ac.jp

※各単科会幹事様は、メールにて、参加者情報を宇佐美あてにご連絡いただけますと幸いです。

ＣＥ会　古橋　伸幸（Ｃ⑧）TEL 090-1754-0670
光鯱会　佐野　泰久（Ａ⑬）TEL 080-3617-3644
巴　会　北村　憲彦（Ｍ56）TEL 052-735-5351
電影会　三宅　正人（Ｅ60）TEL 090-3581-4472
双友会　吉木　　満（Ｗ56）TEL 0562-51-7525
緑　会　伊藤　龍美（Ｄ60）TEL 0561-83-0892

名窯会　西部　　徹（Ｙ③）TEL 070-4211-4555
名晶会　佐藤　善昭（Ｋ54）TEL 0568-61-1841
計測会　野村　正裕（Ｆ55）TEL 090-2014-8992
経友会　仁科　　健（Ｂ50）TEL 052-891-5852
情友会　犬塚　信博（Ｊ62）TEL 052-735-5050

各単科会連絡幹事等
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１．産業革命と鋳物技術
　18世紀後半にイギリスから始まった産業革命は、まず軽
工業部門、特に繊維産業に始まり、やがて重工業部門へと
広がっていった。その発端は1733年にイギリスの綿工業に
おける飛

とびひ

杼（フライ・シャトル）の発明といわれている。
　1760年代以降相次いで紡績機械の発明とその工業化が図
られ、動力も人力から水力、さらに1790年代に入ると蒸気
機関が採用された。
　軽工業部門に続き重工業部門でも動力や燃料面の技術革
新に支えられて、機械化が進み、工場制度が完備していっ
たが、この基本となったのが機械素材である鉄の生産にお
ける変革である。
　鋳鉄の溶解用キュポラは、ヨーロッパでは1750年頃、ア
メリカでは1820年頃から稼働しており、わが国では1865年
頃、長崎製鉄所の鋳物工場に最初に設置された。
　工場は広さは100m×70mで12基のキュポラを備え、50馬
力の舶用機関を製作しうる能力であった。

２．近代鋳物工場の胎動
　19世紀後半、黒船の来航に衝撃を受けた徳川幕府は、国防
の急務を悟り、造船や大砲に必要な材料の対策として、従
来の「たたら製鉄」より効率の良い高炉の築造に着手し、長崎 
（1860年竣工）、横浜（1865年竣工）、横須賀（1873年竣工）に製
鉄所を建設した。
　しかし、十分な業績を上げないうちに明治時代を迎えた。
明治政府は欧米の先進諸国に追いつくために「富国強兵」政策
を強力に推進するため、これら幕府並びに諸藩の施設を軍関
係の設備、兵器、軍艦などをつくる工廠として拡充させた。
　さらに明治の中期から大正初期にかけて現在も活躍してい
る数多くの工場が誕生した。普通鋳鉄では、1890年（明治23）
鋳鉄管のクボタ、1898年（明治31）工作機械のオークマが発足。
鋳鋼では、1900年（明治33）頃より住金、神戸製鋼、日本製鋼
所の前身が設立され、1917年（大正6）には電気炉溶解の大同
特殊鋼、1910年（明治43）には可鍛鋳鉄の日立金属などが設立
された。

３．昭和初期の発展
　経験と勘が主体の職人芸として育まれた鋳物づくりも急速

交流コーナー交流コーナー交流コーナー

K O U R Y U

鋳物の歴史（その2）
文明とともに歩んだ鋳物～技術革新への道のり

技術士　坪田 博隆（M51）

図1. 飽ノ浦長崎製鉄所（1865年頃）
出典：三菱重工㈱ ＨＰより

図2. 最初のキュポラ図（1750年頃）
出典：「金属合金及び其加工方法」1909年刊

図3. クボタ鋳鉄管鋳造風景（1895年頃）
出典：㈱クボタ ＨＰより

図4. 関門トンネル鋳鉄セグメント（1939年）
出典：㈱クボタ ＨＰより
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に欧米の技術や工場制度を吸収し、近代工業としての形態を
整えるようになった。
　すなわち、溶解炉は「こしき」から「キュポラ」や「るつぼ炉」
あるいは「エルー式電気アーク炉」に移行し、溶解燃料も「木
炭」から「微粉炭」や「コークス」に変わり、鋳型も「真土型」か
「生型」となった。
　造型作業は「手込め」から「造型機」の導入というように発展
していった。
　1932年には、鋳物に関する学問技術を研究し、その改良発
展に寄与することを目的とした全国組織の日本鋳物協会（現
在の日本鋳造工学会）が誕生した。
　1922年にはミーハナイト鋳鉄、1947年には球状黒鉛鋳鉄が
開発された。

４．昭和中期以降の発展
　1953年には㈱クボタが遠心力鋳造法による上下水道鋳鉄管
の鋳造を始めた。
　1957年頃から鋳鉄溶解炉として低周波誘導炉が注目され、
10年くらいで急速に普及した。また、キュポラの炉況の安定
化を図る方法のひとつとして、炉壁を水冷する、水冷キュポ
ラが注目されるようになった。
　1968年には日本で初めて第35回国際鋳物会議が、京都国際
会議場で開催され、国内外合わせて千数百名が参加するとい
う盛大な会議となった。
　1971年には、フィルムで鋳型中の砂を外部と遮断し、減圧
にして鋳型を固定するという「V－プロセス」が開発され、㈱
クボタでは、1986年に設備導入以来地下鉄トンネル用ダクタ
イルセグメントの生産行い、インフラ整備に寄与した。
　図８の生型造型ラインは、鋳物量産ラインとして広く普及
しているが、無人で鋳型造形、注湯、型ばらしを行い、鋳型
に使用した砂は再利用される。
　一般に鋳物（鋳鉄）といわれるものは、片状黒鉛鋳鉄（ねず
み鋳鉄）になり、黒鉛がシート状に分布しており、強度が低
く伸びも全く出ない。破面がねずみ色なので、ねずみ鋳鉄と
呼ばれる。マンホール・鉄瓶・無水鍋等が相当する。
　一方、図５に示した球状黒鉛鋳鉄（ダクタイル鋳鉄）は、黒
鉛が球状になり、普通鋼並みの強度伸びが得られ、水道管も
これに置き換わった。一方、ADI（オーステンパダクタイル
鋳鉄）は熱処理により、合金鋼に相当する強度が出るが、後
加工が困難でもあり、用途が限られている。

　長い歴史の中で、鋳物はいつの時代も重要な役割を果たし
てきた。その技術が今日まで受け継がれている。

図5. 球状黒鉛鋳鉄顕微鏡写真（1947年）
出典：㈱クボタ ＨＰより

　　球状黒鉛鋳鉄　　　　　　  ADI

図6. 鋳鉄管遠心力鋳造（1953年～）
出典：㈱クボタ ＨＰより

図8. 現在の量産用鋳造ライン
出典：新東工業㈱ ＨＰより

図7. 地下鉄セグメント（1986年～）
出典：㈱クボタ ＨＰより
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研究者紹介研究者紹介研究者紹介

K E N K Y U S H A

蛋白質・ペプチドへの
両親媒性付与による機能設計
工学専攻 生命・応用化学系プログラム 准教授 水野 稔久

1. はじめに
　蛋白質は20種類ある必須アミノ酸の重縮合体
であり、地球上のあらゆる生物の生命活動にお
いて重要な役割を果たしている（ヒトであれば、
１万８千種程度が機能している）。また分子量
が５千以下の短い蛋白質は、特にペプチドと呼
ばれる。これらの分子機能は、どのアミノ酸が
どの順番で縮合されているか（１次構造）に依存
し、その１次構造により規定される立体構造に
基づき、それぞれにユニークな生理活性は発揮
される。
　一方でこれらに疎水鎖を導入し両親媒性を付
与することは、元ある分子機能を高めたり、あ
るいは新たな機能付与を行う戦略として有効で
ある。しかし一般に疎水鎖の導入は、それらの
分子間凝集を促す場合が多く、ペプチド鎖自身
が保持する高度な生理活性の利用を考えた際に
は、水中で可溶となる両親媒性ペプチド設計手
法の確立が大事である。
　これに対し最近我々は、アミノ酸配列を適切
に選択しつつ２本の疎水鎖を導入することで、
両親媒性を付与しつつも水中で可溶分子として
利用可能な、両親媒性ペプチド設計が可能とな
ることを見出した。これにより、両親媒性ペプ
チドベースの新規膜蛋白質可溶化試薬、抗生物
質、薬剤蛋白質に対する細胞膜透過キャリアな
どの開発に成功している。本稿では、これらの
最近の我々の研究成果に関して紹介する。

2．ジェミニ型のリポペプチド誘導体
　（PG-surfactant）
　水に可溶な両親媒性ペプチド開発を行うにあ
たり、側鎖に疎水鎖を導入したアミノ酸残基を
２つ含んだペプチドを、基本の分子骨格として
採用した（以下この分子は、ペプチドジェミニ
界面活性剤：PG-surfactantと呼ぶ、図１）。具
体的にはドデシル（C12）基を疎水鎖として持つ
システイン残基を２つ含むペプチドを用いて検

討を行なったが、このシステイン残基間におく
ペプチド配列をX部位、この外側のN末端側を
Y部位、C末端側をZ部位と定義し、それぞれの
位置に導入するペプチド配列と、得られる性質
や分子機能を、系統的に検討していくこととし
た1-9）。

 
　まずPG-surfactantの水溶性に大きく影響を
与えると考えられたX部位に対して、中性pH
において電荷を持つ親水性アミノ酸Asp、Lys、
Argの３量体、４量体を配置し、水溶性の比
較 を 行 な っ た（D3C12、D4C12、K3C12、K4C12、
R3C12、R4C12）。その結果、意外なことにいずれ
についても十分な水溶性が得られなかった2）。
そこで次に、中性pHにおいてカチオン電荷を
持つLys、アニオン電荷を持つAspを互い違い
に配列したAsp-Lys-Asp-LysをX部位に導入し
たところ（DKDKC12）、今度は一旦水に溶解し
たものの、時間と共に凝集体形成が見られた。
これは極性基として働くペプチド部分には、水
溶性確保のために電荷を持つと共に、静電反発
により凝集体形成を阻害させることが大事で
あることを示唆した。そこでY部位にLysある
いは Aspなどのプラスあるいはマイナス電荷
を持ったアミノ酸残基を１つ追加したところ
（K1-DKDKC12 及びD1-DKDKC12）、見事に中性
pHにて十分な水溶性を持つPG-surfactantの開
発に成功した2）。その後の検討により、Yある
いはZ部位に電荷を持ったペプチド配列を配置

図1． PG-surfactantの基本骨格（左）と異なる
アミノ酸配列を持ったPG-surfactant一覧（右）
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することで、実はX部位に仮に疎水度の高いペ
プチド配列を選択したとしても、中性pHにて
十分な溶解性が得られることも分かってきたの
だが5）、導入する疎水鎖と親水性アミノ酸の相
対的な配置の仕方が、両親媒性ペプチドの水溶
性にどう影響を与えるかという知見１つについ
ても、水溶性の両親媒性ペプチドの化学におい
ては新しい発見であった。

3．膜蛋白質可溶化試薬として機能する
　PG-surfactantの開発 2）, 4）, 5）

　天然蛋白質の約1/3は細胞膜に埋め込まれた
膜蛋白質であり、この機能や構造を明らかにす
ることは、生命現象の解明のみならず、医薬品
開発においても重要なターゲットとなってい
る。通常特定の膜蛋白質の評価を行う場合には
この単離精製が必要となるが、膜蛋白質自身は
水に溶けないため、界面活性剤の形成するミセ
ルの中に取り込み可溶化することが、まずは必
要となる。しかし界面活性剤は通常蛋白質の立
体構造も破壊してしまうため、蛋白質を変性さ
せずに利用可能な界面活性剤については、特殊
な界面活性剤（「膜蛋白質可溶化試薬」と呼ばれ
る）として区別されている。現在広く利用され
ているのは、単糖、あるいは二糖を極性基とす
るものが多いが、我々の扱うペプチドを極性基
として持つPG-surfactantからも、新たな膜蛋
白質可溶化試薬の開発ができないか検討を進め
た。
　ここでは、高等植物の光合成において中心
的な役割を果たす光化学系I（PSI）、光化学系

II（PSII）を代表的な膜蛋白質として用い評価
を行なったが、先の項で水溶性のPG-surfactant
として取得できたK-DKDKC12、D-DKDKC12
が、PSI、PSIIを変性失活させず、単一粒子
として可溶化できることが明らかとなった（図
２）2）。しかし通常可溶化試薬は、細胞膜か
ら膜蛋白質を抽出する過程にも利用されるが、
K-DKDKC12、D-DKDKC12ではこの能力が低
かった。そこでこの抽出能力を高める新たな分
子設計として、X部位にターン構造を形成可能
なAsn-Pro-Asp-Gly、Y部位へ水溶性確保のた
めの(Lys)2を導入したNPDGC12KKを設計したと
ころ、高い抽出能まで備えた試薬開発まで可能
となった5）。アミノ酸や、ペプチドを単なる極
性基として利用する両親媒性ペプチドは種々検
討されていたが、そのペプチド配列の立体構造
と分子機能が綺麗に相関する成功例は限られて
いる。

4. 抗菌性PG-surfactantの開発6）

　細胞膜と相互作用可能なPG-surfactantの開
発が可能ということは、アミノ酸配列をさらに
探索することで、細胞膜を乱す機序により細菌
に対して細胞毒性を示す分子開発が可能と期待
された。またうまく配列を見つけ出すことが
できれば、それと同時にヒトの細胞にはダメー
ジを与えない、いわゆる抗生物質として機能す
る分子開発まで可能とならないか、検討を進め
た。X部位にAsp-Lys-Asp-Lysを配置する方法
は踏襲しつつ、一般にカチオン性の界面活性剤
が細胞膜を破壊し毒性を持つという一般則を考

図2．PG-surfactant（K1-DKDKC12、D1-DKDKC12）の膜蛋白質可溶化試薬としての利用
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慮して、Y部位に(Lys)5を配置したK5-DKDKC12
から検討を始めた。その結果、予想通りに抗菌
性が得られることがわかった。また驚いたこと
に、赤血球細胞を用いて、これを溶血させるの
に必要な添加濃度を指標に、ヒト細胞へのダ
メージ評価を行なったところ、このダメージが
ほとんど現れないことがわかった（思いがけず
当初目的となる抗生物質の要件を満たす分子開
発に行きついた）。そこで次にこの抗菌活性と
溶血活性を指標に、抗生物質として機能する最
小構造の探索を、K5-DKDKC12からのディリー
ション変異体のスクリーニングにより進める
ことで、Y部位に(Lys)3を配置したK3-DKDKC12
が、その活性が得られる最小構造であること
が明らかとなった（図３）。ちなみに、Y部位に
(Lys)3の代わりにアニオン電荷を持つ(Asp)3へ変
更した場合には（D3-DKDKC12）、溶血活性、抗
菌活性ともに得られなくなった。また、同じく
カチオン性電荷を持つ(Arg)3に変更したところ
（R3-DKDKC12）、抗菌活性は同様に得られる一
方で、溶血活性も現れた。また(Lys)3の配列が
活性発現において大事ということであれば、と
いうことでX部位に(Lys)3を配置したK3C12につ
いて評価を行なったところ、抗菌活性は得られ
たが、溶血活性も現れてしまった。以上のこと
から、X, Y, Z部位に配置するアミノ酸配列を
慎重に探索することで、新規抗生物質として機
能するPG-surfactantの開発に成功した。リポ
ペプチド系抗生物質としてダプトマイシンやポ
リミキシンなどが臨床利用されているが、いず
れも複雑な環状構造を持ち、実はここからの

アミノ酸変異による高機能化は進んでいない。
しかし我々の発見した、構造的にシンプルな
PG-surfactantから抗生物質としての活性が得
られたことは、リポペプチド系抗生物質開発の
分野において、高い評価を得る仕事となった。

5．外来蛋白質の細胞膜透過を助ける細胞膜透
　過PG-surfactantの開発8）

　細胞膜に作用するPG-surfactantが見つかっ
てきたことから、さらにアミノ酸配列の探索を
行うことで、細胞の外から添加される水溶性蛋
白質を、細胞の生存性を損なうことなく細胞内
に送り込むことを助ける、「細胞膜透過キャリ
ア」開発が出来るのではないのかと考え、次に
これに取り組んだ。現在、第一世代のバイオ医
薬品であるホルモンやサイトカインに加えて、
第二世代バイオ医薬品として抗体の利用が爆発
的に進んでいる。蛋白質ベースのバイオ医薬品
は、ターゲットに対する高い選択性から、副作
用の低い医薬品として高い有効性が認識されて
いるが、膜透過性、組織浸透性が低いため、細
胞表面の受容体しかターゲットにできない欠点
を持つ。しかしもしこれらの膜透過を助ける技
術開発が達成できれば、新たなカテゴリーの蛋
白質医薬品開発が期待されることから、「膜透
過キャリア」の開発が、現在世界中で取り組ま
れている。
　PG-surfactantから膜透過キャリア開発を行
う手順として、先の抗生物質開発の場合と同様
に、X部位にAsp-Lys-Asp-Lysを置きつつ、カ
チオン性の(Lys)n（n = 1, 3, 5）をY部位あるい

図3．抗菌活性を持つPG-surfactant (K3-DKDKC12) の細菌膜への作用
（細菌膜にダメージを与えることで、細胞内容物が漏洩し細菌は死滅する。走査型電子顕微鏡による観察）



－ 6－

はZ部位に導入したPG-surfactantについて、ま
ずはそれ自身の細胞膜透過性評価を行なった。
マウス繊維芽細胞NIH3T3に対してこれらを添
加し、共焦点蛍光顕微鏡観察、FACS分析から
評価を行なったところ、期待通りにいずれに
ついても膜透過性を持ち、Lys残基数の増加に
より取り込み効率が上がることや、Y部位より
もZ部位に(Lys)n（n = 1, 3, 5）を導入した方が、
その効率が高まることもわかった。一方で細胞
膜透過キャリア自身が高い細胞毒性を持たない
ことも大事であるため、添加24時間後に50%の
哺乳類細胞が生存する試薬添加濃度（IC50, µM）
を指標に細胞毒性を評価したところ、いずれも
IC50は100µMを超え、「膜透過キャリア」として
十分利用可能であるとわかった。そこで次に、
具体的に外来蛋白質の細胞内への送達を、ミト
コンドリア膜に作用した際に細胞毒性を誘起す
るproapoptotic domain (PAD)ペプチド、細胞
質に導入後、細胞核まで自発的に移行しアポ
トーシス誘導を起こすp53を用い、細胞死を誘
導するために必要な添加濃度（EC50, µM）から評
価した。その結果、PADペプチドについては
5µM程度、p53の場合には0.4µMとより低濃度
の添加濃度であっても、これらの外来蛋白質の
細胞内への送達を可能とすることがわかった。
一般にカチオン性のリポペプチドが膜透過性を
持つことは古くから知られていたが、それ自身
が高い細胞毒性を持つことで、膜透過キャリア
としての利用することは敬遠されてきた。しか
し、我々の扱うPG-surfactantの分子骨格を利用
することでこれが達成できたことは、両親媒性
ペプチドベースの細胞膜透過キャリアの開発分
野において新たな知見を与える成果となった。

6．今後の展望
　アルキル鎖をペプチド側鎖に２本含むタイプ
の両親媒性ペプチドは、2012年に我々が初報を
報告するまでは1）、意外なことに世界的にも系
統的な検討報告はなかった。水溶性を保持した
両親媒性ペプチドは、生理活性を保持するペプ
チドと組み合わせることで、膜表面の受容体の
みならず、細胞内分子、様々なオルガネラ膜を
ターゲットとした医薬品開発も期待させる。そ
こで、この安価な合成手法の開発と共に、引き

続きPG-surfactantをベースとした試薬開発に
は取り組んでいきたい。
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B U N K I J IS H I N

新聞記事コーナー新聞記事コーナー新聞記事コーナー
 

掲載日 刊 面 氏　名 所属学科等 記事内容

2023/8/9 朝 21 分島彰男 電気・機械工学専攻 月面での無線給電伝送に向けた産学官共同研究を開始

2023/8/15 朝 14 名古屋工業大学 ― 名古屋市西区「新技術体験会」にて名工大と慶応大で共同
研究ロボットを操作

2023/8/17 朝 1 名古屋工業大学 ― 24年度より愛知県芸大と連携し芸術系授業開講

2023/8/21 尾張版
朝 10 北川啓介 社会工学専攻 ナゴヤハウジングセンター半田会場で開催された防災イベン

トにて、簡易住宅「インスタントハウス」を設置

2023/8/25 朝 12 名古屋工業大学 ― 服部国際奨学財団が奨学生募集

2023/8/25 朝 15 名古屋工業大学 ― 昭和区にて名工大生12人のボランティアと小学生が交流。
スライム作りや夏休みの宿題の手伝いをした。

2023/8/30 朝 10 大谷　肇 名誉教授 叙位叙勲（29日） 正四位瑞宝中綬章

2023/9/2 朝 22 野球部 ― 愛知大学野球  きょう開幕　名工大は2部Aに出場

2023/9/4 朝 17 野球部 ― 大学野球 愛知秋季Ｌ 2部Ｂ　名工大5-4至学館大

2023/9/4 朝 1 竹上真人 卒業生（C61) 松阪市長に竹上氏当選（３選再当選）

2023/9/5 朝 1 名古屋工業大学 卒業生（C61) 名工大大学院アフガン留学生 就職で苦労 息長い支援を望む

2023/9/5 静岡 16 弓道部 ― 東海学生リーグ 弓道 （３日）名工大97－81静岡大

2023/9/9 朝 15 名古屋工業大学 ― 「名古屋Ｗｅｂ3ハッカソン」の報告会に名工大学生を含む
学生参加の催しが開催された

2023/9/9 朝 29 名古屋工業大学 ― 女子枠が情報学部国公立大で拡大 入試要項発表

2023/9/9 朝 27 名古屋工業大学 ― 名古屋工業大学  入試要項発表

2023/9/10 尾張版
朝 名古屋工業大学 ― 「第6回全国大学生俳句選手権大会」が開催され、名工大

他５チームが最終選考に残った

2023/9/10 朝 23 野球部 ― 大学野球 愛知秋季Ｌ 同朋大6－0名工大

2023/9/12 朝 19 野球部 ― 大学野球 愛知秋季Ｌ  名工大は雨天順延

2023/9/17 朝 21 野球部 ― 大学野球 愛知秋季Ｌ 同朋大5－3名工大

2023/9/19 朝 9 アメリカンフットボール部 ― アメリカンフットボール 東海学生リーグ（１６日長良川球戯
場） 名城大40－7名工大

2023/9/19 朝 9 弓道部 ― 弓道 東海学生リーグ（１６日） 名城大111－103名工大

2023/9/24 21 野球部 ― 大学野球 愛知秋季Ｌ  名商大4－1名工大

2023/9/25 野球部 ― 大学野球 愛知秋季Ｌ（24日）名商大12－3名工大

2023/10/1 朝 25 野球部 ― 大学野球 愛知秋季Ｌ（30日）星城大2－1名工大

2023/10/2 朝 19 野球部 ― 大学野球 愛知秋季Ｌ（1日）星城大7－0名工大

2023/10/8 朝 15 アメリカンフットボール部 ― アメリカンフットボール 東海学生リーグ（１日） 名大42－13名工大

中日新聞
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OH T L I N E

ホットラインホットラインホットライン 2023年度 支部長会議開催

　10月21日メルパルク名古屋において、小畑理事・副学長（最
終学長候補者、以下「次期学長」という。）をお迎えし2023年
度の支部長会議が開催されました。今年度の支部長会議は、22
支部中18支部の支部長、本部からの８名の役員を合わせ26名が
参会し、近年にない出席率となりました。
　会議は、横山理事長の挨拶、小畑次期学長の挨拶の後、工業
会ホームページや支部メールアドレスの有効活用について話し
合われました。また、各支部の課題について報告され、活発な
意見交換が行われました。
　会議後の懇親会では、今年度の挑戦的課外活動団体に採択さ
れたボート部や弓道部などの代表者に支援金の目録が渡されま
した。各部の代表者からは、お礼の言葉と活動の抱負が述べら
れました。
　新型コロナ対応で４年間にわたりご法度としてきたアルコー
ルも今回から解禁となり、参加した支部長は日ごろの苦労も忘
れ、和やかに歓談しました。
　最後に横山理事長、小畑次期学長を囲みながら学歌を歌い、
堀口大阪支部長の三本締めで盛会のなか終了しました。

記念写真

挨拶する小畑理事・副学長
（最終学長候補者）

挨拶する横山理事長
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意見交換する　支部長

乾杯を唱和する参加者

全員で学歌を合唱

挑戦的課外活動団体の支援金（目録）を受領する
弓道部代表者

お礼を述べるレスキューロボットプロジェクト
SAZANKA代表者

締めの挨拶をする堀口大阪支部長
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　令和5年8月26日（土）に会員相互の親睦と交流
を目的に、若手・女性部会主催の「第14回大阪
支部交流サロン（Web講演）」を開催いたしまし
た。若手現役やシニアも含めた楽しい交流会と
なりました。
　今回は、初参加の10名を含め、東京、横浜、
岡山、福岡から参加があり、50名の多数参加と
なりました。懇親会はございませんでしたが、
講演と質疑、懇談で約3時間の賑やかな交流会
となりました。

第14回 大阪支部交流サロンの開催（Web講演）

　講演タイトルは、『大阪都市圏の鉄道整備』と
題して、松岡義幸（C48、元JR西日本旅客鉄道
株式会社）様に、都市計画との関わりが深く、
長期的かつ多面的視点からの検討、推進が重要
である大阪都市圏の鉄道網整備について、具体
的に解説して頂きました。Web会議が初めて
の方には事前に接続テストも実施いたしまし
た。
監修：松岡義幸（C48）、記：坪田博隆（M51）

１、事業免許の種類

３、関西圏に関する審議会等

５、片福連絡線計画

２、鉄道整備上の課題

４、大阪都市圏鉄道構想

６、おおさか東線計画

情報情報情報 ネットワークネットワーク
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７、おおさか東線ルート

９、なにわ筋線運行・整備方法

11、大阪ベイエリア鉄道整備計画

13、敦賀~大阪間の主なルート

８、なにわ筋線計画

10、なにわ筋線区間概要

12、北陸新幹線計画

14、中央新幹線のルート
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　第65回東京ごきそサロンが、2023年9月2日
（土）14時から八重洲倶楽部で『民族の“いのち”
とは何だろう？』をテーマに開かれ、出席者は
19名でした。5月のコロナ5類移行による約4年
ぶりの開催で、会場の使用時間規制による制約
もあり、近年では初の土曜日開催（食事なし）と
なりました。講師は、特定非営利活動法人　港
湾保安対策機構前理事長　山根隆行氏（C50卒）
でした。山根講師は、学部卒業後名工大修士課
程を経て運輸省（現国土交通省）入省、関西国際
空港㈱出向、国土交通省国土技術政策総合研究
所副所長を歴任。その後2008年退職、同年8月
に港湾保安対策機構理事長に就任し、2021年秋
の叙勲にて「瑞宝中授章」授章、本年2023年7月
退任されました。今回の講演では、キリスト教
徒である山根氏にテーマの副題「神道とキリス
ト教の接点」と共に、話題を提供していただき
ました。

【講義内容】
　関西国際空港の建設プロジェクトに関わって
いた際に経験した、どう考えても自分の力量以
上の幸運が連続することに恐れを感じ、「栄光
は主のもの」との言葉に導かれて日本人として
キリスト教信者になり、その後①欧米のキリス
ト教文化圏の人々は聖書を読んでどのように理
解しているのだろうか？②日本人として上皇陛
下のクリスチャン以上にクリスチャンらしい所
作・立居・振舞、等に触発され、疑問や気にな
ることをまとめたものです。

１．“いのち（生命）”とは
　①生物学としては、具体の生命現象からみ
て、a.“いのち（生命）”とは、「代謝に代表され
る、自己の維持、増殖、自己と外界との距離な
ど、様々な現象の連続」ｂ.生き物を構成してい
る物質は短期間にすべて入れ替わるが、維持し
ている[自己]とは、「アミノ酸の淀み（個体）への
刺激（情報）に対する反応の仕方の、安定さの維
持、継続、自己と他との隔離など、様々な現象

東京支部「第65回 東京ごきそサロン」報告
の連続」であり、個体での情報処理のパターン
化、その安定さ、その持続であり、「自分らし
さ」の安定的な継続とは、アイデンティティー
（自己同一性）を保持することである。②社会現
象への比喩として、a.“いのち(生命)”とは、「人
口（組織・集団構成員）の増減に代表される、自
国民の維持、増殖、自国と外界との距離など、
様々な現象の連続」である。ｂ.キリスト教会で
は、その教義に「永遠のいのち」と言う考えがあ
り、教会とは「エクレシア（信徒の集まり）」であ
り「キリストの体（一人一人が器官）」と言われる
が、信徒は短期間ですべて入れ替わる。とすれ
ば、教会が維持している「永遠のいのち」とは、
「集団のいのち」、つまり変わらないキリスト教
徒のアイデンティティーの保持と持続と言え
る。

２．民族の“いのち”とは
　その民族（国民・集団）らしさ、すなわちアイ
デンティティーである。ユダヤ民族のそれは、
旧約聖書・タルムード・子弟教育の徹底等であ
り、日本民族のそれは、言霊（言葉が持つとさ
れる霊力）・和をもって尊し等である。また、
各民族の無意識に持つ原風景・原体験とその共
有・伝承である。欧米人から見れば、中国人・
韓国人・日本人は見分けられないが、日本人同
士では雰囲気としてその違いはわかる。

３．神道と皇室
　①日本人のアイデンティティーの基は、1）
五十音の日本語、2）口承口伝から古事記（文字）、
3）言霊信仰：刺激（情報）を50（五十音）に細分
化した意味のある音色と日本人は捉えることが
出来るのではないか？②皇室に連綿と継承され
ている宮中祭祀にみられる先祖礼拝は、伯家（白
川）神道が伝えるものと言われる。

４．ユダヤと日本との習俗等の類似
　①日本語の読みに似たヘブライ語単語が多
くある（君が代VSクムガヨワ/立ち上がる等）、
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講師 山根隆行氏（C50卒） 開始前懇談 質疑応答

②祇園祭VSシオン祭、③伊雑宮の紋章（六芒
星）VSダビデの星 等、④大胆な仮説として、
a.北イスラエルの滅亡（失われたユダヤ10支族、
BC722年）、60年後の皇紀（BC660年）開始、b.皇
室のみに継承されている祭礼に、失った支族に
託されたユダヤ民族のアイデンティティーに繋
がるものがある？と①、②、③のアイデンティ
ティーの繋がり？から日本の皇室は失われたユ
ダヤ10支族と何らかの繋がりがあるのではない
か⁉。

５．イエス・キリストを如何に捉えるか
　①「言葉は神であった（ヨハネの福音書）」は、
日本でいえば「言霊」、同じではないか。②、ユ
ダヤ教徒としてのイエス・キリストの使命は、
全人類に対する神の恵みを、ユダヤ民族のみの
繫栄の約束と狭く捉えた脱線したユダヤ民族の
精神的（信仰的）覚醒ではないか。③ユダヤ民
族のアイデンティティーは、聖句「聞けイスラ
エル」と「在りて在る者」（自然界そのもの）＝ユ
ダヤ教の神。しかし、ユダヤの宗教指導者の反
感とローマからの政治的解放を期待した民衆の
失望が、イエス・キリストを「十字架上の刑死
へ」と導き、3日後に復活し地の果てまでの大宣
教命令を昇天直前に発した。これを拡大（誤解、
誤用）解釈して植民地獲得、他民族の抑圧（覇権
への接近）へと繋がった。この大宣教命令は、
極東（日本？）の十字架の呪いを受けないユダヤ
民族（失われたユダヤ民族）の末裔？への期待で
はないか？

６．欧米人の策意か？日本人の誤解・無理解か？
　もし、日本の皇室が失われたユダヤ民族と繋

がっており、キリストの大宣教命令が十字架の
呪いを受けないユダヤ民族の末裔に「我が福音
を届けよ！」とのメッセージとしたら、欧米諸
国民のキリストに対する甚だしい勘違い（覇権
への接近）で、もし、それに気づいたとしたら、
①特に、未開の民族と蔑視した日本人だけには
気づかれたくない、②そのために、キリスト教
は一神教で神道は多神教で相いれないと解し、
そう思い込ませる⇒本当は、“（日本人は）言霊
を解し＝（ユダヤ人は）言葉は神と解する”で、
ともに神の言葉を聞き分けることのできる民族
ではないか。
　私たち日本人がキリスト教文化圏の人々の振
る舞いに疑問を感じた時（宗教戦争、植民地に
おける他民族蔑視、抑圧などなど…）、「あなた
方のなさっておられる所業は、本当にイエス・
キリストの教えですか？聖書に本当にそのよう
に書かれているのですか？」と静かに問い返し
てみることが必要な時代に差し掛かっているの
ではないかと思われる今日この頃です

７．まとめに代えて
　王道は争わず（人と争わず）、覇道の既得権を
揺るがし、行くがままにさせる（宗教は王道、
人間は覇道）。
　講義終了後、「キリスト教に入信した理由
は？」、「今回のテーマを選んだ理由は？」等、
多岐にわたる8件の質疑応答があり、時間を使
い切り、懇親を深めて盛況に終えることができ
ました。

記：福間 洋二（M49）
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　2023年7月29日に、下記のとおり第22回関西
CE会が開催されました。なお、開催方式は前回
と同様に、会場とweb参加併用のハイブリット
方式としました（参加者は会場19名、web参加7
名）。
　今回は野中教授から、「鋼橋の解析・実験・
計測に関する最新の研究」について、大学の近況
も交えてご講演いただきました。
　今後も、若手・中堅・先輩諸氏と一緒になっ
て、幹事一同、関西CE会を盛り上げていきます
ので、関係者の皆様には、ご指導ご鞭撻の程よろ
しくお願い申し上げます。

ご来賓
　本部副理事長・大阪支部支部長　C59堀口様
　大阪支部副支部長　E47川越様、M51坪田様
　兵庫支部支部長　　S60高柳様（web参加）

総会内容
　渡辺会長（S61）の下、恙無く議事が進行し、
清水新会長（S62）の就任が決定するとともに、
web参加含め、お一人おひとりの近況報告など
も交えて交流を深めました。また、近況報告で
は小西様（S55）から素晴らしいリコーダーの演
奏をご披露いただきました。今回もプロジェク
ト紹介として、内田様（H11）より「北陸新幹線事
業」、渡辺会長（S61）より「阪神高速大規模更新
事業（喜連瓜破橋）」、西川様（S47）より「Eディ
フェンス」をご紹介いただきました。総会の後は
懇親会も行い、総会での近況報告では時間の都
合上お話しできなかったことや知見などを情報
交換し、非常に有意義な場となりました。そし
て、小西様の指揮のもと、学歌斉唱にて第22回関
西CE会は閉会となりました。

講演内容
　「鋼橋の解析・実験・計測に関する最新の研究」
　名古屋工業大学大学院　野中教授

第22回 関西CE会総会の開催について

会場参加者の集合写真 web参加の皆様

野中教授によるご講演
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○名古屋工業大学ごきそ技術士会の紹介
　「名古屋工業大学ごきそ技術士会（略称：ごき
そ技術士会）」は、名古屋工業大学（以下名工大）
関係者の協力の下、名工大卒業生の技術士有志が
2010年６月に設立しました。
　本会の目的は、技術士資格を取得して社会で活
躍している名工大の卒業生の叡智を結集し、科学
技術創造立国の基盤を支える技術者の輩出、養
成と確立に役割を果たすことです。その上で、「①
地域社会の発展に貢献、②名工大の発展に貢献、
③名古屋工業会の活性化と会員拡大に貢献、④会
員相互に親睦を深める場」を目指しています。
　2023年7月現在、会員数178名です。
　「外部に開かれ、楽しく、親しみやすい創造性
豊かなサロン」として気楽に集えるところです。

○2022年度から今年度にかけての主な活動内容
名工大における教育支援
　社会工学科環境都市分野３年生と創造工学教育
課程３年生のPBL（Project Based Learning）演習
や電気・機械工学科の技術者倫理教育において会
員が引き続きお手伝いをさせて頂いています。
　また、昨年度より名工大が開催している一般向
けの公開講座（生涯学習講座）の一つとして開催
された「技術士資格取得に向けて」に講師の派遣
で協力させて頂きました。

市民向け講座・なごや環境大学共育講座「ごきそ
テクノカフェ」
　毎月第３土曜日午後に、市民向け講座・なごや
環境大学共育講座「ごきそテクノカフェ」を開催し
ており、2022年度で取り組み開始から８年になり
ます。従来はJR鶴舞駅高架下店舗２階や名工大の
教室を会場としていましたが、新型コロナウィルス
感染症対策のため、zoomによるオンライン開催と
しております。ごきそ技術士会ではこれを月例会に
準じた活動としています。最近は毎回20名前後の
参加者があります。講師は通常、ごきそ技術士会

会員の技術士が担当していますが、名工大の先生
に講師を依頼するケースもあります。

総会、見学会等
　今年度の総会は、7月に４年振りのリアル開催と
して、名工大にて開催し、記念講演として学長特別
補佐・教授の猪股克弘先生より名工大における学
び合いプロジェクトについてご講演頂きました。総
会後には久々に懇親会も行われ、旧交を温める機
会を持ちました。
　今後の展望として、新型コロナウィルス感染症
対策にて自粛していた見学会も再開し、実際のも
のを見ながら研鑽と懇親を兼ねた楽しいイベント
を行っていきたいと思います。
　ごきそ技術士会へのお問い合わせ先：
　　　　　　　事務局長　原 浩之（K55）
　　　　　　　Ｅメール　hdel8z＠gmail.com

ごきそ技術士会の紹介と活動報告

公開講座の様子 総会および懇親会の様子

「ごきそテクノカフェ」の様子

広報　下萩憲次（EⅡ57）技術士（電気・電子部門）
峯村剛弘（M⑬）技術士（機械部門）
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　6月1日（木）に三好 修様のご紹介により神奈
川県の大厚木カンツリー倶楽部桜コースで開催
されました。当日は雨天で始めは小降りだった
のですが、午後からは本格的な雨となり、終盤
は土砂降りとなって最終ホールはグリーンが水
浸しでパットが出来ない状態でしたので18ホー
ルは中止して全員パーの４として成績表に記録
していますが取敢えずは全員が最後まで無事終
えて大会は成立しました。結果は、加藤精也さ
んが、グロス95、ネット64で２位に７打差で圧
勝して優勝しました。
　準優勝はＡ40馬嶋 建さん（グロス86、ネット
71）３位はＡ35伊藤禎治さん（グロス95、ネット
76）でした。飛び賞は５位がA40篠原克彦、ブー
ビー賞がＢ45林利信、小波賞がＭb49西口義久
さんが（48→47）で後半１打縮めて獲得、大波賞
がＡ40篠原克彦が（45→40）で後半５打向上で獲
得しました。ニアピン賞は４番がＡ40篠原克彦、
7番と16番がＡ35伊藤禎治さん、12番がA40馬
嶋 建さんがそれぞれ獲得しました。
　プレー終了後の懇親会では受賞者の挨拶等賑
やかな懇談の内に無事大会を終了しました。
　なお次回（第257回）は11月8日（水）佐倉CCで
開催される予定です。
　次回大会実行委員よりご案内をいたしますの
で、多数のご参加をお待ちしております。
　また、当会の活動問い合わせ、入会ご希望、
ゲスト参加のご希望等ある方は、
M39津田卓美（nogitsuda3110@gmail.com）まで
ご連絡ください。

記：実行委員 篠原克彦（A40）
林　利信（B45）

名工会東京支部 第256回ゴルフ大会報告

前列左から：D36加藤精也、D39林　義之、A35伊藤禎治
　　　　　　G62中村理恵、Mb49西口義久
後列左から：A40篠原克彦、M34津田卓美、A40馬嶋　建
　　　　　　Ｅ33藤田正浩、D39竹林義之、Ａ40三好　修

Y40会同窓会開催報告
　令和5年5月24日、12：00 ～ 15：00、鶴舞公
園内萩の茶屋にて開催しました。
　待ちに待った３年間のコロナ明け、傘寿を過
ぎ、最後の同窓会について報告します。
　Y40会とは昭和40年名古屋工業大学窯業工学
科の卒業の会の名称です。
　10年前、同級の友人から、長らくご無沙汰し
ていましたが、数人だけでも構わないから機会
を作ってくれと要請がありました。15年程前に
あったものの、途中で途切れてしまったため、
やるなら我々２人が発起人となり、時期、場所、
費用を提案する事で進めました。
　我々の提案に対し、約10名の方から了解を得
る事が出来たので、すぐにスタートしました。
　今年はコロナ明け、傘寿を過ごし、年齢的に
も今年が最後だと会員に了解を求めました。そ
の後は個々に集まる事としました。
　当日は会食をしながら、近況や思い出話を各
自報告しました。

主催・記：髙橋 明夫（Y40）
アドバイザー：説田 信正（Y40）



工大祭企画、「名工大歴史館」について

名古屋工業大学への寄附のお願い

　名古屋工業会では、11月18日（土）・19日（日）の工大祭期間中に校友会館（正門に入っ
てすぐの右奥の建物）で「名工大歴史館」を開催します。
　名工大の118年に及ぶ歴史を感じていただけます。
　ぜひ、お立ち寄りください。
　詳しくは、名古屋工業会のホームページで御確認ください。

　　　https://www.nagoya-kogyokai.jp/

　名古屋工業大学では、教育研究、社会貢献並びに国際交流の活動を進めるととも
にこれらを支える環境整備に努めております。これらについて皆様に寄附をお願い
しております。
　詳しくは、次の名古屋工業大学基金のページを御覧ください。

　　　https://www.nitech.ac.jp/kikin/

昨年の様子（見学する来館者）




